令和８年9月１日（火）15時30分から17時、泉佐野市立社会福祉センター2階大会議室にて、児童発達支援センター主催研修（3回連続講座）を開催しました。市内の小中学校、府立支援学校、幼稚園、こども園、障害児通所支援事業所、障害児相談支援事業所、行政機関など、27名の参加がありました。
3回連続講座では、『家庭・教育・福祉の連携推進に向けて』をテーマに、こどもに関わる支援者が顔のみえる関係性を構築し、お互いの役割を知り、連携の大切さを共有できる場を設定しました。
第１回は研修前半を、グループに分かれ自己紹介のなかで、各機関の役割紹介、研修を受講した理由について共有しました。３回連続での研修を受講した理由として、「学校だけでなく福祉のことも知りたいと思ったから。」「昨年度も受講し、他機関の方と関われたことが学びになったから。」といった意見の交流ができました。
研修後半には、講師に、大阪府発達障がい者支援センターアクトおおさかの西ケ峯佐登子先生、佐藤沙織先生をお招きし、『発達障がいの特性理解』を演題にご登壇いただきました。
講演内容は、多機関連携の大切さについて、発達障がいの特性を「曖昧な表現理解の難しさ」「見え方による読みの難しさ」を感じる疑似体験の中で詳しく学ぶことができました。これまでは、「わがまま」や「甘え」だと思っていた子どもたちの行動や言動も、特性からくる困り感であることを知ることで、支援や配慮を行っていくことが大切であると改めて知る機会となりました。まとめには、支援者同士が共通言語をもって情報共有することが、他機関と連携を進めていくために重要であるとお話しもいただき、次回以降の研修につながる講演となりました。
「疑似体験を通して、『曖昧な言葉の理解が難しい』ことを実感しました。あわせて、具体的に指示を出すことの大切さも分かり、明日からの業務でも活かしていきたいと思いました。」「特性を理解し、支援者間で連携を図ることは大切だと感じました。」といった感想をいただきました。
次回は、『氷山モデルについて』をテーマに、こどもの行動や言動にかくれた特性と環境の相互作用を意識した支援の大切さについて学び、今回と同じグループで意見を共有し学びを深めていく予定にしています。
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